
協会の活動とは 

公益社団法人日本ビリヤード協会（NBA） 

↓ 

神奈川県ビリヤード協会（KBA） 

 

【非営利団体の活動】  +  【公益性のある活動】 

 

 

 

 

 

 

 
        非営利団体の活動→今までさんざん説明してきたので端折ります。 

公益性のある活動（一例） 

●ジュニア層：若い客層を増やす ※保護者も客層になりうる 

 学校・青少年施設へのビリヤード台無償貸し出し 

→全日本Ｊｒ神奈川県代表を育成・健全な普及を目的とする 

●高校／大学生：ビリヤードの流行の起爆剤・ボランティア人員の確保 

→学校対抗神奈川県代表を育成・学生サークル、クラブの誘致 

                   ・健全な普及を目的とする 

●シニア層：趣味・文化サークル・老人ホームなどの施設へビリヤード台貸出 

→年輪ピック（レクレーション協会主催）への参入 

            ・生涯スポーツとしての普及を目的とする 

下部組織であるKBA

は NBA に準ずる活

動をする 

両立 

代表選手補助 

 →代表選抜試合・会計手続き 

情報統制 

 →HP・ポスター配布・議事録 

店舗交流 

 →ラインワークス活用・ 

  店舗交流試合 

普及活動 

ジュニア育成 

シニア層 

等 

要因；資金不足・人材不足 

要因；資金不足・人材不足 

新たな客層を増やすことで、店舗へのメリット還元 



資金調達や顧客の満足の即効性は非営利団体の活動。 

公益性のある活動は今後のビリヤード業界顧客獲得に向けて必要な活動であり 

５～１０年先を見据えた活動になる。 

 

 


